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図面番号 図面名称 縮尺 備考

＜図面目録＞
（のり面工）

15 　　のり面保護工一般図 図示

1～14 　　コンクリートブロック積工一般図 (1)～(14) 図示

16～18 　　のり面保護工標準断面図(1)～(3) 1:250

19～36 　　のり面保護工展開図(1)～(18) 1:200

38～40 　　グラウンドアンカー工詳細図(1)～(3) 図示

41～43 　　受圧板詳細図(1)～(3) 図示

37 　　切土補強土工詳細図 図示

44～45 　　不陸調整工詳細図(1)、(2) 図示

46 　　STA1014付近　補強土壁工一般図 図示

47～48 　　STA1014付近　補強土壁工構造図 (1)、(2) 図示

49 　　STA1014付近　補強土壁工詳細図 図示

50 図示

51～52

　　STA1014付近　補強土壁工防護柵基礎詳細図

53

　　STA1014付近　補強土壁工横断図 (1)、(2) 1：500

　　のり面保護網工Ａ詳細図 図示
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m2 11.9
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裏込め砕石 m3 47.4

表面パネル固定用平鋼 1000 本 352

個 772
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m2 13.2

基礎材RC-40 m3 15.2

数量表
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項　　目
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加工パネル
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コンクリートブロック積工一般図(1)

大型ブロック積擁壁工一般図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

コンクリートブロック積工一般図(1)

図　示

施工会社名

道 東 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

531

平面図 S=1：100

大型ブロック積擁壁工

53
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大型ブロック積工構造図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

コンクリートブロック積工一般図(2)

図　示

施工会社名

道 東 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

532

最大凍結深さ

 大型ブロック積工構造図

つなぎ材　D6-250

背面メッシュ

背面メッシュは90°の製品を63.4°に

曲げて使用する。

Vアンカー筋

63.4°

(十三線の沢川橋(下り線) A1橋台)
53
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大型ブロック積擁壁工断面図

縮　　尺

設計会社名

 事務所名 

図面の種類

 図面番号 

株式会社　日本構造橋梁研究所

コンクリートブロック積工一般図(3)

図　示

施工会社名

道 東 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事
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コンクリートブロック積工一般図(3)
大型ブロック積擁壁工断面図

(十三線の沢川橋(下り線) A1橋台)S=1:150
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基礎工詳細図

水抜パイプVPφ50

(2.0m に1箇所)2

項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

②

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2

m

単位

 RC-40

 裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m

合　計

数　量

23.4

156.3

57.7

45.2

3
m

 基礎工

単位

 裏込め砕石

コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ａ

種　　別

 コンクリート基礎工Ｃ（Ｆ）

 胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3
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 目地材t=10㎜
2
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規格・寸法
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図面の種類

図面番号図示縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

久我の沢川橋

位　置　図 S=1:1000
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久我の沢川橋(下り線) A2橋台

コンクリートブロック積工一般図(4)

コンクリートブロック積工一般図(4)



[
4
1
5
0
]

ST
A.
10
05
+7
4.
221

ST
A.
10
05
+7
1.
100

ST
A.
10
05
+6
0.
000

ST
A.
10
05
+5
0.
000

ST
A.
10
05
+4
0.
000

ST
A.
10
05
+3
0.
000

ST
A.
10
05
+2
0.
000

ST
A.
10
05
+1
3.
770

ST
A.
10
05
+1
0.
661

縦
溝

S=1：200

③ STA.1005+10.661～STA.1005+74.221(L)　盛土1:0.5

コンクリート基礎工C(F) L= 65.010 m

553.684

4918 11336

天端コンクリート延長 L= 68.019 m

10212 10214

4137 10212 10214

L=550.000

10213 10214 6364 4548

781 766

10570 10213 10214 5633

731 731

3817

556.959

553.384

556.786

553.374

553.074

556.629

553.062

552.762

500

553.218

552.918

556.473

553.031

552.731

556.354

553.000

552.700

556.235

552.987

552.687

556.126

553.690

553.390

553.594

552.940

68.02Rw-Cb(W)-0.95～3.71-

L= 0.30 m

554.341

L= 0.30 m

H
=
3
0
0

H
=
3
0
0

H=
3
0
0

H
=
3
0
0

H
=
3
0
0

H=
3
0
0

H
=
3
0
0

H
=
3
0
0

H
=
30
0

H=
3
5
7
5

[3
9
9
7
]

H
=
3
7
1
2

[
4
1
5
0
]

H
=
3
7
1
1

[
4
1
4
9
]

H
=
3
6
2
3

[
4
0
5
1
]

H
=
3
5
3
5

[
3
9
5
2
]

H
=
9
5
0

[
1
0
6
2
]

H=
3
1
7
7

[3
5
5
2
]

H
=
9
5
0

[
1
0
6
2
]

展開図

1:
0.
5

1:
0.
4

H=1500～5000

894

350 150 300

1
00

1
0
0

h
H
=
1
5
0
0～

5
0
00

3
0
0～

SL
 =
 1
.1
18
 x
 H

1
0
0

コンクリートブロック積み

（控35cm）

天端コンクリート

(D1-1)

胴込コンクリート

(D1-1)

裏込コンクリート

(D1-1)

裏込め砕石　Ａ

止水コンクリート

(D1-1)

RC-40

基礎工

コンクリート基礎工C(F)

S=1：100盛 土 部　1：0.5
コンクリートブロック積工標準断面図

水抜パイプVPφ50

(2.0m に1箇所)

200

1094

2

400

300

1:1
.8

68.02Rw-Cb(W)-0.95～3.71-
転落防止柵工Ａ１-68.02 至

夕
張

引 込柱

φ
450

曲 点工

落合～ トマ ム中継光F22

563.38

563.28

ST
A 

10
05

S
TA
 1
00
6

ST
A 

10
05

ST
A 

1
00

6

10
0

3
5
0

100

550

1
0
0

100 100

750

S=1：50基礎工詳細図
コンクリ－ト基礎工C(F)

項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

③

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2

m

単位

 RC-40

 裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m

合　計

数　量

38.1

253.7

102.9

65.0

3
m

 基礎工

単位

 裏込め砕石

コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ａ

種　　別

 コンクリート基礎工Ｃ（Ｆ）

 胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m 55.8

 目地材t=10㎜
2

m 14.2

 水抜きﾊﾟｲﾌﾟ 本 127

 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  6.1 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

2
m  7.6 型わく D  天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

3
m  4.2 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

2
m  7.4 型わく D  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格・寸法

 VPφ50

備　考

 Ａ

38.1

253.7

102.9

65.0

55.8

14.2

127

 6.1

 7.6

 4.2

 7.4

規格・寸法

埋  戻  し

型　わ　く

コンクリ－ト

構造物掘削

種　　別

基礎工材料表

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ普　通　部

3

2

3

3

単位
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工

10ｍ当り

摘　　要

C2-1

D

C(F)

 7.64

3.14

1.36

4.50

基　礎　材 ｍRC-40
3 0.75

コンクリートブロック積工一般図(5)
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図面の種類

図面番号図示縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道
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ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

位　置　図 S=1:2000
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コンクリートブロック積工一般図(5)
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項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

④

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2

m

単位

 RC-40

 裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3
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合　計

数　量

 2.9

19.1
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コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ａ

種　　別

 コンクリート基礎工Ｃ（Ｆ）

 胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  4.2

 目地材t=10㎜
2

m  －

 水抜きﾊﾟｲﾌﾟ 本 10

 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  0.5 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

2
m  0.6 型わく D  天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

3
m  0.3 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

2
m  0.6 型わく D  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格・寸法

 VPφ50

備　考
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設計会社名

事務所名
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東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

位　置　図 S=1:1000
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規格・寸法

埋  戻  し

型　わ　く

コンクリ－ト

構造物掘削

種　　別

基礎工材料表
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10ｍ当り
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項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

⑥

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2

m
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 RC-40

 裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3
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合　計

数　量

 2.6

 17.3

 3.8

15.7

3
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 基礎工
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 裏込め砕石

コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ａ

種　　別
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 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1
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図面の種類
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項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

⑧

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2
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単位

 RC-40
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合　計

数　量
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 裏込め砕石

コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ａ

種　　別

 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工Ｃ（Ｆ）

 胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m 11.0

 目地材t=10㎜
2

m  2.9

 水抜きﾊﾟｲﾌﾟ 本 25

 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  1.2 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1
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2
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3
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図面の種類
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設計会社名

事務所名

施工会社名
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位　置　図 S=1:1000
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コンクリートブロック積工一般図(9)

上トマム橋(下り線) A2橋台

コンクリートブロック積工一般図(9)
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S
T
A
 
1
0
27

ST
A 
10
28

S
T
A
.
1
0
27

1
0
2
6+

60

規格・寸法

埋  戻  し

型　わ　く

コンクリ－ト

構造物掘削

種　　別

基礎工材料表

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ普　通　部

3

2

3

3

単位
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工

10ｍ当り

摘　　要

C2-1

D

C(F)

7.62

3.13

1.36

4.50

基　礎　材 ｍRC-40
3 0.75

項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

⑨

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2

m

単位

 RC-40

 裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m

合　計

数　量

 4.3

 28.9

10.9

 8.7

3
m

 基礎工

単位

 裏込め砕石

コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ａ

種　　別

 コンクリート基礎工Ｃ（Ｆ）

 胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  6.4

 目地材t=10㎜
2

m  －

 水抜きﾊﾟｲﾌﾟ 本 15

 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  0.8 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

2
m  1.0 型わく D  天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

3
m  0.5 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

2
m  1.0 型わく D  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格・寸法

 VPφ50

備　考

53.0

353.5

139.2

101.0

77.8

16.2

178

 8.7

10.9

 6.2

11.1

 Ａ

⑩

48.7

324.6

128.3

92.3

71.4

16.2

163

 7.9

 9.9

 5.7

10.1

コンクリートブロック積工一般図(10)

 / 

図面の種類

図面番号図示縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

⑩
⑨

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

位　置　図 S=1:1000

5310

53
10

コンクリートブロック積工一般図(10)



S=1：200

⑩ STA.1026+86.669～STA.1027+72.628(L)　盛土1:0.5

コンクリート基礎工C(F)= 92.289 m

9845

天端コンクリート延長 L= 88.399 m

9845 9850

9845 9850

DL=565.000

9845

STA.1027+40.000

570.249

567.249

566.949

570.162

566.882

566.582

567.064

566.763

569.882

STA.1027+10.000

STA.1027+20.000

5690

STA.1027+30.000

STA.1027+50.000

STA.1027+60.000

570.445

567.445

567.145

570.156

567.156

566.856

9845 9845

98459845

570.347

567.347

567.047

STA.1027+70.000

STA.1027+72.628

60005990

567.600

567.300

6000

500

STA.1027+40.347

縦
溝

91.76Rw-Cb(W)-0.95～5.00-

 L= 0.30 m

568.250

H
=
3
0
0

H=
3
0
0

H
=
3
0
0

H
=
3
0
0

H=
3
0
0

H
=
3
0
0

H
=
3
0
0H
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3
0
0

H
=
3
30
0

[
3
6
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]

H
=
3
3
0
0

[
3
6
8
9
]

H
=
3
3
0
0

[
3
6
8
9
]

H
=
3
3
0
0

[
3
6
8
9
]

H
=
3
3
0
0

[
3
6
8
9
]

H
=
33
0
0

[
3
68
9
]

H
=
2
0
9
4

[
2
3
4
1
]

H
=
9
5
0

[
1
0
6
2
]

展開図

STA.1026+86.163

STA.1026+86.669

9850

9850

9850 6170

9850 13630 7889

566.882

566.582

569.882

566.701

566.401

569.701

566.720

566.420

569.720

567.100

566.800

571.800

STA.1027+0.000

STA.1027+10.000

12459

縦
溝

500

569.720

1171 1719

H
=
3
0
0

H
=
3
0
0

H
=
3
00

H
=
3
0
0

H
=
5
0
0
0

[
5
5
9
0
]

H
=
3
3
0
0

[
3
6
8
9
]

H
=
3
3
0
0

[
3
6
8
9
]

H
=
3
3
0
0

[
3
6
8
9
]

コンクリートブロック積工一般図(11)

 / 

図面の種類

図面番号図示縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

5311

展開図

53
11

コンクリートブロック積工一般図(11)

トマム-2(C-Box-6.50×5.90(下り線))



S=1：200

⑪ STA.1030+4.430～STA.1030+12.720(L)　盛土1:0.4

コンクリート基礎工A(F) L= 17.708 m

17708

天端コンクリート延長 L= 17.708 m

17708

H
=
14
5
9

(
1
57
1
)

DL=570.000

H
=
1
6
7
0

(
1
7
9
9
)

574.369

572.910

STA.1030+4.430

STA.1030+12.720

574.950

573.280
573.210

573.580

17.71Rw-Cb(W)-1.46～1.67-

H
=
3
0
0

H
=
3
0
0

L=0.30m

⑪ STA.1030+4.430～STA.1030+12.720(L)　盛土1:0.4

展開図

1
:0
.4

1
:
0
.3

S=1：100盛 土 部　1：0.4
コンクリートブロック積工標準断面図

H=1500～3000

700

350
300

h
H
=
15

0
0
～

3
00
0

3
0
0～

SL
 =
 1
.0
77
 x
 H

コンクリートブロック積み

（控35cm）

天端コンクリート

(D1-1)

胴込コンクリート

(D1-1)

裏込め砕石　Ａ

止水コンクリート

(D1-1)

RC-40

1
0
0

1
0
0

基礎工

コンクリート基礎工A(F)

規格・寸法

S=1：50

埋  戻  し

型　わ　く

コンクリ－ト

構造物掘削

種　　別

基礎工材料表

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ普　通　部

3

2

3

3

単位
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工

10ｍ当り

摘　　要

1
00

25
0

100

430

C2-1

D

基礎工

A(F)

6.21

3.34

1.47

6.20

10
0

基　礎　材 ｍRC-40
3 1.12

100

630

100

水抜パイプVPφ50

(2.0m に1箇所)

1
0
0

2

コンクリ－ト基礎工A(F)

17.71

Rw-Cb(W)

-1.46～
1.67-

4-823
572.793

4-824
573.970

4-825
574.374

4-823
572.793

4-824
573.970

4-825
574.374

572.48

579.91

574.35

574.49

574.86

572.70

573.07

571.66

572.90

573.64

573.16

573.35

577.50

571.81

569.86

576.66

573.09

勇払郡占冠村

字　上トマム

S
T
A
.
1
0
3
0

項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

⑪

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2

m

単位

 RC-40

 裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m

合　計

数　量

 －

 29.8

 8.7

17.7

3
m

 基礎工

単位

 裏込め砕石

コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ｂ

種　　別

 コンクリート基礎工Ａ（Ｆ）

 胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  6.6

 目地材t=10㎜
2

m  2.5

 水抜きﾊﾟｲﾌﾟ 本 15

 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  1.2 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

2
m  1.9 型わく D  天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

3
m  0.8 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

2
m  1.9 型わく D  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格・寸法

 VPφ50

備　考

 Ａ

 －

 29.8

 8.7

17.7

 6.6

 2.5

15

 1.2

 1.9

 0.8

 1.9

コンクリートブロック積工一般図(12)

 / 

図面の種類

図面番号図示縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

両国川第二橋

位　置　図 S=1:1000

5312

53
12

コンクリートブロック積工一般図(12)

両国川第二橋(下り線) A1橋台



S=1：200

⑫ STA.3+43.879(C)～STA.3+54.325(C)(L)　盛土1:0.5

コンクリート基礎工C(F) L= 10.334 m

10334

天端コンクリート延長 L= 10.334 m

10334

570.824

565.824

ST
A.
3+
43
.8
79

ST
A.
3+
54
.3
25

565.775

S=1：200

⑬ STA.3+53.375(C)～STA.3+42.457(R)　盛土1:0.5

DL=565.000
566.075566.124

コンクリート基礎工C(F) L= 9.505 m

10744

天端コンクリート延長 L= 10.744 m

9505

570.824

565.824

STA.3+42.457

STA.3+53.375

565.768

566.068 566.124

10.33Rw-Cb(W)-1.10～5.00- 10.74Rw-Cb(W)-1.10～5.00-L=0.30m

566.725

L=0.30m

566.718

H
=
3
0
0

H
=
3
0
0

H
=
3
00

H
=
3
0
0

H
=
5
0
0
0

[
5
5
9
0
]

H
=
9
5
0

[
1
0
6
2
]

H
=
9
5
0

[
1
0
6
2
]

H
=
5
0
0
0

[
5
5
9
0
]

展開図 展開図
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 =
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.1
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1
0
0

コンクリートブロック積

（控35cm）

天端コンクリート

(D1-1)

胴込コンクリート

(D1-1)

裏込コンクリート

(D1-1)

裏込め砕石　Ａ

止水コンクリート

(D1-1)

RC-40

基礎工

コンクリート基礎工C(F)

H=1500～5000

S=1：100盛 土 部　1：0.5

コンクリートブロック積工標準断面図

水抜パイプVPφ50

(2.0m に1箇所)2
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.
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0
-

勇払郡占冠村
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⑭ STA.3+14.936(C)～STA.3+19.352(C)(L)　盛土1:0.5

S=1：200 S=1：200

⑮ STA.3+19.352(C)～STA.3+14.936(C)(R)　盛土1:0.5

コンクリート基礎工C(F) L= 3.814 m

3816

天端コンクリート延長 L= 3.816 m

3814DL=565.000

H
=
5
0
0
0

(
5
5
9
0
)

571.416
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ST
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3+
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.9
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3+
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5
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566.353

566.653566.716

571.353

コンクリート基礎工C(F) L= 3.814 m

3816

天端コンクリート延長 L= 3.816 m

3814DL=565.000
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566.416
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H
=
5
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0
0

(
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9
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)

566.716
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0
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0

H
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(
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)
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展開図 展開図
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100

550

1
0
0

100 100

750

S=1：50基礎工

規格・寸法

埋  戻  し

型　わ　く

コンクリ－ト

構造物掘削

種　　別

基礎工材料表

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ普　通　部

3

2

3

3

単位
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工

10ｍ当り

摘　　要

C2-1

D

 C(F)

8.44

3.95

1.36

4.50

基　礎　材 ｍRC-40
3 0.75

コンクリ－ト基礎工C(F)

項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

⑫

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2

m

単位

 RC-40

 裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m

合　計

数　量

 5.1

 34.3

12.9

10.3

3
m

 基礎工

単位

 裏込め砕石

コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ａ

種　　別

 コンクリート基礎工Ｃ（Ｆ）

 胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  7.5

 目地材t=10㎜
2

m  3.0

 水抜きﾊﾟｲﾌﾟ 本 18

 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  0.9 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

2
m  1.2 型わく D  天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

3
m  0.6 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

2
m  1.2 型わく D  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格・寸法

 VPφ50

備　考

16.6

110.6

 46.2

 27.4

24.3

17.6

57

 2.5

 3.2

 1.8

 3.1

 Ａ

⑬

 5.1

 33.7

 12.7

 9.5

 7.4

 3.0

17

 1.0

 1.2

 0.6

 1.1

⑭

 3.2

 21.3

 10.3

 3.8

 4.7

 5.8

11

 0.3

 0.4

 0.3

 0.4

⑮

 3.2

 21.3

 10.3

 3.8

 4.7

 5.8

11

 0.3

 0.4

 0.3

 0.4

コンクリートブロック積工一般図(13)

 / 

図面の種類

図面番号図示縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

⑫ ⑬

⑭ ⑮

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

位　置　図 S=1:1000

5313

53
13

コンクリートブロック積工一般図(13)

トマム-1(C-Box-(9.00×2)×5.80)
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コンクリートブロック積み

（控35cm）

天端コンクリート

(D1-1)

裏込め砕石　A

止水コンクリート

(D1-1)

基礎工

コンクリート基礎工C(F)

H=1500～5000

S=1：100盛 土 部　1：0.5
コンクリートブロック積工標準横断図

水抜パイプVPφ50

(2.0m に1箇所)2

1
0
0

胴込コンクリート

(D1-1)

裏込コンクリート

(D1-1)

400

300

1:1
.8

200

h
1
00

規格・寸法

埋  戻  し

型　わ　く

コンクリ－ト

構造物掘削

種　　別

基礎工材料表

ｍ

ｍ

ｍ

ｍ普　通　部

3

2

3

3

単位
ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工

10ｍ当り

摘　　要

1
0
0

35
0

100

550

C2-1

D

C2(F)

8.44

3.95

1.36

4.50

1
00

100 100

750

基　礎　材 ｍRC-40
3 0.75

S=1：50基礎工詳細図
コンクリ－ト基礎工C(F)

項　目

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積工

⑯

m

 ﾌﾞﾛｯｸ積面積
2

m

単位

 RC-40

 裏込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m

合　計

数　量

30.6

204.3

79.7

57.3

3
m

 基礎工

単位

 裏込め砕石

コンクリートブロック積工数量表

 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み(練)控35㎝Ａ

種　　別

 工ンクリート基礎工Ｃ（Ｆ）

 胴込ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m 44.9

 目地材t=10㎜
2

m  9.4

 水抜きﾊﾟｲﾌﾟ 本 103

 天端ｺﾝｸﾘｰﾄ
3

m  5.3 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1

2
m  6.6 型わく D  天端ｺﾝｸﾘｰﾄ

3
m  3.6 ｺﾝｸﾘｰﾄ D1-1  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

2
m  6.5 型わく D  止水ｺﾝｸﾘｰﾄ

規格・寸法

 VPφ50

備　考

 Ａ

30.6

204.3

79.7

57.3

44.9

 9.4

103

 5.3

 6.6

 3.6

 6.5

コンクリートブロック積工一般図(14)

 / 

図面の種類

図面番号図示縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯 広 工 事 事 務 所

Rw-Cb(W)-0.95～3.30-59.10

位　置　図 S=1:2000
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コンクリートブロック積工一般図(14)

トマム-1(C-Bx-(9.00×2)×5.80)
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許容アンカー耐力 Td≧378.8kN
許容地盤反力度 q≦100kN/m2

植生基材吹付工
t=5cm

受圧板　Ａ
許容アンカー耐力 Td≧378.8kN
許容地盤反力度 q≦100kN/m2

植生基材吹付工
t=5cm

受圧板　Ａ
許容アンカー耐力 Td≧378.8kN
許容地盤反力度 q≦100kN/m2

植生基材吹付工
t=5cm

φ12.7×4, Td=378.8kN/本
アンカー定着長：6.0m, 削孔径：90mm
配置間隔：2.5m, 傾角：20°

グラウンドアンカー工　Ａ

規格:D19　L=2.0m
打設角度:法面に直角
削孔径:φ65㎜
間隔：@1.5m

切土補強土工

規格:D19　L=2.0m
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許容地盤反力度 q≦100kN/m2

受圧板　Ｂ
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受圧板　Ｃ
許容アンカー耐力 Td≧366.8kN
許容地盤反力度 q≦100kN/m2

受圧板　Ｃ
許容アンカー耐力 Td≧366.8kN
許容地盤反力度 q≦100kN/m2

受圧板　Ｃ
許容アンカー耐力 Td≧366.8kN
許容地盤反力度 q≦100kN/m2

φ12.7×4, Td=366.8kN/本
アンカー定着長：5.5m, 削孔径：90mm
配置間隔：2.5m, 傾角：25°
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 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工一般図

S=1:1000

のり面保護工一般図

平面図

1-1 2-2 3-3S=1:500 S=1:500 S=1:500

5315
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15

※グラウンドアンカー工の各土質の削孔長は、土工(本線)横断図を参照のこと。

※動態観測工 孔内傾斜計は、率計上対象項目としている。
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許容地盤反力度 q≦100kN/m2

植生基材吹付工

受圧板A

許容アンカー耐力 Td≧378.8kN

許容地盤反力度 q≦100kN/m2

植生基材吹付工

φ12.7×4, Td=378.8kN/本

アンカー定着長：6.0m, 削孔径：90mm

配置間隔：2.5m, 傾角：20°

グラウンドアンカー工 A

規格:D19　L=2.0m

打設角度:法面に直角

削孔径:φ65(単管削孔)

間隔：@1.5m

切土補強土工

規格:D19　L=2.0m

打設角度:法面に直角
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軟岩C
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 / 

図面の種類

図面番号 1:250縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工標準断面図 (1)

S=1：250
のり面保護工標準断面図(1)
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φ12.7×5, Td=501.4kN/本

アンカー定着長：7.5m, 削孔径：90mm

配置間隔：3.0m, 傾角：20°

グラウンドアンカー工 B

受圧板B
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受圧板B

許容アンカー耐力 Td≧501.4kN

許容地盤反力度 q≦100kN/m2

受圧板D1

967×967×40

受圧板D1

967×967×40

植生基材吹付工

植生基材吹付工

植生基材吹付工

植生基材吹付工

2.40

2.50

3.00

規格:D19　L=2.0m

打設角度:法面に直角

削孔径:φ65(単管削孔)

配置間隔：@1.5m

切土補強土工

規格:D19　L=2.0m

打設角度:法面に直角

削孔径:φ65(単管削孔)

配置間隔：@1.5m

切土補強土工

人工基材(t=5cm)金網入り

人工基材(t=5cm)金網入り

人工基材(t=5cm)金網入り

人工基材(t=5cm)金網入り

軟岩A

軟岩C

土砂(砂レキ)

 / 

図面の種類

図面番号 1:250縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工標準断面図 (2)

S=1：250
のり面保護工標準断面図(2)

5317

53
17



DL=560.0

ML 22.4

40.6

582.139

589.264

1:0.6

1:0.6
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5500

1:0.6

3500 35003500 3500750 750
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1750 17503000

4500 70007000 25002500

23500

3.500%

750

STA.1017+00
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300
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738
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3.14

582.014 

589.339 
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6.5
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5.5
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5.5
0

9.5
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10.
50

L=1
2.0

m 2
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L=1
3.5

m 2
5°

L=1
5.0

m 2
5°

L=1
2.0

m 2
5°

L=1
3.5

m 2
5°

L=1
5.0

m 2
5°

L=1
6.0

m 2
5
°

受圧板C

許容アンカー耐力 Td≧366.8kN

許容地盤反力度 q≦100kN/m2

受圧板C

許容アンカー耐力 Td≧366.8kN

許容地盤反力度 q≦100kN/m2

受圧板C

許容アンカー耐力 Td≧366.8kN

許容地盤反力度 q≦100kN/m2

φ12.7×4, Td=366.8kN/本

アンカー定着長：5.5m, 削孔径：90mm

配置間隔：2.5m, 傾角：25°

グラウンドアンカー工　C

1.50

2.50

1.70

2.50

1.50

植生基材吹付工

植生基材吹付工

植生基材吹付工

2.50

2.50

人工基材(t=5cm)金網入り

人工基材(t=5cm)金網入り

人工基材(t=5cm)金網入り

軟岩A

軟岩C

土砂(砂レキ)

 / 

図面の種類

図面番号 1:250縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工標準断面図 (3)

S=1：250
のり面保護工標準断面図(3)

5318
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18
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グラウンドアンカー工A （設計アンカー力 Td=378.8kN/本）
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4段目

3段目

2段目

1段目

3段目
2段目

1段目

4段目

グラウンドアンカー工C グラウンドアンカー工B

グラウンドアンカー工Aグラウンドアンカー工B

切土補強土工

S=1：200のり面保護工　展開図 (1)

S=1：2000位置図

下から5段目

グラウンドアンカー工A

土砂土砂

 グラウンドアンカー工

項　目 備　考単位規格・寸法

本

数量表（下から5段目）

 Td=378.8kN/本4

数　量

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A

11.5

A-1

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A,B用

ラウンディング対象範囲

1
0
0
0

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (1)

5319

種　別

 A(L=11.5m)  φ12.7㎜×4、削孔径90㎜

 A(L=12.0m)

 A(L=12.5m)

 A(L=13.5m)

本

本

本

8

10

1

 A(L=14.0m) 本 1

 A(L=15.0m) 本 1

 A(L=16.0m) 本 1

 A(L=17.0m) 本 1

 A(L=17.5m) 本 1

個 2 荷重計設置工378.8KN

 受圧板工  受圧板A

 2945*2945*100 不陸調整工A

 許容アンカー耐力  許容地盤反力度

 q≦100kN/m2
基

 Td≧378.8kN

枚

28

12

53
19
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グラウンドアンカー工B （設計アンカー力 Td=501.4kN/本）
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グラウンドアンカー工C グラウンドアンカー工B
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切土補強土工
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00
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▽596.255
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S=1：200のり面保護工　展開図 (2)

S=1：2000位置図

下から4段目その1

グラウンドアンカー工B グラウンドアンカー工A
凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A

11.5

A-1

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工B

グラウンドアンカー工A （設計アンカー力 Td=378.8kN/本）

土砂 土砂

:不陸調整工
 アンカー工A,B用

ラウンディング対象範囲

1
0
0
0

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (2)
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20
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グラウンドアンカー工A （設計アンカー力 Td=378.8kN/本）

ST
A 
10
16

ST
A 

10
17

S
T
A
 
1
0
18

ST
A 
10

19

ST
A
 1
01
6+
2 0

S T
A 
1
01
6+
40

ST
A 

1 0
1 6

+8
0

ST
A 

1
01

6+
60

ST
A 

10
1
7+

20

S
TA

 1
01

7+
4 0

S
T
A
 
1
0
1
7
+
80

S
T
A
 
1
0
1
7
+
60

S
T
A
 
1
0
1
8
+
20

S
T
A
 
1
0
1
8
+
40

ST
A 

10
18
+8
0

S
TA
 1
01
8+
60

ST
A 
10
1
9+
20

5段目
4段目

3段目

2段目

1段目

3段目
2段目

1段目

4段目

グラウンドアンカー工C グラウンドアンカー工B

グラウンドアンカー工Aグラウンドアンカー工B
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S=1：200のり面保護工　展開図 (3)

S=1：2000位置図

下から4段目その2

グラウンドアンカー工A

軟岩

土砂

軟岩

土砂

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A

11.5

A-1

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A,B用

ラウンディング対象範囲

1
0
0
0

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (3)

5321

 グラウンドアンカー工

項　目 備　考単位規格・寸法

本

数量表（下から4段目）(その1～その2)

 Td=378.8kN/本22　

数　量種　別

 A(L=10.0m)  φ12.7㎜×4、削孔径90㎜

 A(L=10.5m)

 A(L=11.0m)

 A(L=11.5m)

 A(L=12.5m)

 A(L=13.0m)

 A(L=13.5m)

 A(L=14.0m)

 A(L=14.5m)

 荷重計設置工378.8KN

 受圧板工  受圧板A

 2945*2945*100 不陸調整工A

 許容アンカー耐力  許容地盤反力度
 q≦100kN/m2 Td≧378.8kN

 A(L=15.0m)

 A(L=15.5m)

 B(L=13.5m)

 A(L=16.5m)

 A(L=17.5m)

 A(L=16.0m)

 B(L=14.0m)

 荷重計設置工501.4KN

 受圧板B

 不陸調整工B

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

個

個

基

基

枚

枚

 Td=501.4kN/本

 許容アンカー耐力
 Td≧501.4kN

 許容地盤反力度
 q≦100kN/m2

18　

15　

12　

3　

3　

1　

3　

5　

1　

1　

4　

1　

1　

6　

8　

5　

2　

90　

14　

11　

9　

 φ12.7㎜×5、削孔径90㎜
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グラウンドアンカー工C （設計アンカー力 Td=366.8kN/本）
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S=1：2000位置図

下から3段目その1

グラウンドアンカー工C 凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

9.5

A-1

土砂 土砂

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C用

ラウンディング対象範囲

1
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図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (4)
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グラウンドアンカー工B （設計アンカー力 Td=501.4kN/本）
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S=1：2000位置図

下から3段目その2

グラウンドアンカー工B

グラウンドアンカー工C

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工B

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C

11.5

A-1

グラウンドアンカー工C （設計アンカー力 Td=366.8kN/本）

軟岩

土砂

軟岩

土砂

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A,B用

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C用

ラウンディング対象範囲

1
0
0
0

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (5)

S=1：200のり面保護工　展開図 (5)
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 グラウンドアンカー工

項　目 備　考単位規格・寸法

本

数量表（下から3段目）(その1～その2)

 Td=366.8kN/本1　

数　量種　別

 C(L=9.5m)  φ12.7㎜×4、削孔径90㎜

 荷重計設置工366.8KN

 受圧板工  受圧板C

 2445*2445*100 不陸調整工C

 許容アンカー耐力  許容地盤反力度
 q≦100kN/m2 Td≧366.8kN

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

個

基

枚

6　

1　

1　

1　

1　

1　

1　

1　

2　

1　

2　

2　

2　

2　

7　

2　

34　

28　

本 2　

 C(L=10.0m)

 C(L=10.5m)

 C(L=11.0m)

 C(L=11.5m)

 C(L=12.0m)

 C(L=12.5m)

 C(L=13.0m)

 C(L=13.5m)

 C(L=14.0m)

 C(L=14.5m)

 C(L=15.0m)

 C(L=15.5m)

 C(L=16.0m)

 C(L=16.5m)

 C(L=17.0m)

 C(L=17.5m)
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S=1：2000位置図

下から3段目その3

グラウンドアンカー工A

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A

11.5

A-1

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

グラウンドアンカー工A （設計アンカー力 Td=378.8kN/本）

軟岩

土砂

軟岩

土砂

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (6)
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S=1：2000位置図

下から3段目その4

グラウンドアンカー工A

グラウンドアンカー工A （設計アンカー力 Td=378.8kN/本）

軟岩

土砂

軟岩

土砂

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A

11.5

A-1

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A,B用

ラウンディング対象範囲

1
0
0
0

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (7)

5325

 グラウンドアンカー工

項　目 備　考単位規格・寸法

本

数量表（下から3段目）(その3～その4)

 Td=378.8kN/本72　

数　量種　別

 A(L=10.0m)  φ12.7㎜×4、削孔径90㎜

 A(L=10.5m)

 A(L=11.0m)

 A(L=11.5m)

 A(L=12.0m)

 A(L=12.5m)

 A(L=13.0m)

 A(L=13.5m)

 A(L=14.0m)

 荷重計設置工378.8KN

 受圧板工  受圧板A

 2945*2945*100 不陸調整工A

 許容アンカー耐力  許容地盤反力度
 q≦100kN/m2 Td≧378.8kN

 A(L=14.5m)

 A(L=15.0m)

 B(L=11.5m)

 A(L=16.0m)

 A(L=16.5m)

 A(L=15.5m)

 B(L=12.0m)

 荷重計設置工501.4KN

 受圧板B

 不陸調整工B

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

個

個

基

基

枚

枚

 Td=501.4kN/本

 許容アンカー耐力
 Td≧501.4kN

 許容地盤反力度
 q≦100kN/m2

8　

4　

3　

5　

3　

2　

9　

1　

2　

8　

1　

1　

1　

20　

4　

6　

3　

123　

37　

7　

4　

 φ12.7㎜×5、削孔径90㎜

 A(L=17.0m) 本 3　

 B(L=12.5m) 本 11　

 B(L=13.0m) 本 2　
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下から2段目その1

グラウンドアンカー工C
凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

9.5

A-1

グラウンドアンカー工C （設計アンカー力 Td=366.8kN/本）

土砂 土砂

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C用

ラウンディング対象範囲
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図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (8)
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S=1：2000位置図

下から2段目その2

グラウンドアンカー工C
凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

9.5

A-1

グラウンドアンカー工C （設計アンカー力 Td=366.8kN/本）

軟岩

土砂

軟岩

土砂

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (9)
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S=1：200のり面保護工　展開図 (10)

S=1：2000位置図

下から2段目その3

凡例

:切土補強土工

切土補強土工

軟岩

土砂

軟岩

土砂

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (10)
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S=1：200のり面保護工　展開図 (11)

S=1：2000位置図

下から2段目その4

位置図

凡例

:切土補強土工

切土補強土工

軟岩

土砂

軟岩

土砂

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (11)

5329

53
29



18900 790 3080 17030

ST
A.
10
18
+6
0.
00
0

ST
A.
10
18
+8
0.
00
0

ST
A.
10
18
+9
9.
203

ST
A.
10
19
+0
0.
000

ST
A.
10
19
+3
.1
19

ST
A.
10
19
+2
0.
00
0

▽581.797 ▽581.711 ▽581.611 ▽581.606
▽581.990

▽581.615

8
4
5
0

8
4
5
0

8
4
5
0

8
4
5
0

1660

8
4
5
0 8
4
5
0

159001130

10.0

D-

11.5

E-

13.5

F-

10.0

D-

11.5

E-

13.5

F-

13.5

F-

12.0

E-

10.5

D-

10.5

D-

12.0

E-

13.5

F-

14.0

F-

12.0

E-

10.5

D-

10.5

D-

12.0

E-

14.0

F-

14.0

F-

12.5

E-

11.0

D-

11.0

D-

12.5

E-

14.0

F-

14.0

F-

12.5

E-

11.0

D-

11.0

D-

12.5

E-

14.0

F-

11.0

D-

12.5

E-

14.0

F-

14.0

F-

12.5

E-

11.0

D-

11.0

D-

12.5

E-

14.0

F-

11.0

D-

12.5

E-

14.0

F-

12.5

E-

14.0

F-

12.5

E-

14.0

F-

13

13

13

14

14

1415

15

1516

16

1617

17

1718

18

1819

19

1920

20

2021

21

2122

22

22

23

23

2324

24

2425

25

25

26

26

26

27

27

28

28

11.0

D-27

11.0

D-28

7
5
0

4
@
1
5
0
0
=
6
0
00

1
4
0
0

1500

750750

15001500

2500 2500 2500

1
5
0
0

2
@
2
5
0
0
=
5
0
00

ST
A 
10
16

ST
A 

10
17

S
T
A
 
1
0
18

ST
A 
10

19

ST
A
 1
01
6+
2 0

S T
A 
1
01
6+
40

ST
A 

1 0
1 6

+8
0

ST
A 

1
01

6+
60

ST
A 

10
1
7+

20

S
TA

 1
01

7+
4 0

S
T
A
 
1
0
1
7
+
80

S
T
A
 
1
0
1
7
+
60

S
T
A
 
1
0
1
8
+
20

S
T
A
 
1
0
1
8
+
40

ST
A 

10
18
+8
0

S
TA
 1
01
8+
60

ST
A 
10
1
9+
20

5段目
4段目

3段目

2段目

1段目

3段目
2段目

1段目

4段目

グラウンドアンカー工C グラウンドアンカー工B

グラウンドアンカー工Aグラウンドアンカー工B

切土補強土工

ST
A.
10
18
+6
0.
00
0

▽581.797

8
4
5
0

ST
A.
10
19
+2
0.
00
0

▽581.990

6930

6
3
0
0

S=1：200のり面保護工　展開図 (12)

S=1：2000位置図

下から2段目その5

グラウンドアンカー工A

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A

11.5

A-1

:切土補強土工

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

切土補強土工 グラウンドアンカー工A （設計アンカー力 Td=378.8kN/本）

軟岩

土砂

軟岩

土砂

ラウンディング対象範囲
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図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (12)
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S=1：200のり面保護工　展開図 (13)

S=1：2000位置図

下から2段目その6

グラウンドアンカー工A

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A

11.5

A-1

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

グラウンドアンカー工A （設計アンカー力 Td=378.8kN/本）

土砂 土砂

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A,B用

ラウンディング対象範囲

1
0
0
0

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (13)

5331

 グラウンドアンカー工

項　目 備　考単位規格・寸法

本

数量表（下から2段目）(その1～その6)

 Td=378.8kN/本3　

数　量種　別

 A(L=10.0m)  φ12.7㎜×4、削孔径90㎜

 A(L=10.5m)

 A(L=11.0m)

 A(L=11.5m)

 A(L=12.0m)

 A(L=12.5m)

 A(L=13.5m)

 A(L=14.0m)

 荷重計設置工366.8KN

 受圧板工  受圧板A

 2945*2945*100 不陸調整工A

 許容アンカー耐力  許容地盤反力度
 q≦100kN/m2 Td≧378.8kN

 C(L=10.0m)

 荷重計設置工378.8KN

 受圧板C

 不陸調整工C

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

個

個

基

基

枚

枚

 Td=366.8kN/本

 許容アンカー耐力
 Td≧366.8kN

 許容地盤反力度
 q≦100kN/m2

7　

13　

14　

4　

10　

6　

12　

5　

6　

5　

5　

10　

10　

12　

7　

3　

69　

121　

7　

9　

 φ12.7㎜×4、削孔径90㎜

本 7　

本 14　

本 10　

 C(L=9.5m) 本 12　

 C(L=10.5m)

 C(L=11.0m)

 C(L=11.5m)

 C(L=12.0m)

 C(L=12.5m)

 C(L=13.0m)

 C(L=13.5m)

 C(L=14.0m)

 C(L=14.5m)

本 8　 C(L=15.0m)

本 4　 C(L=15.5m)

本 6　 C(L=16.0m)

本 7　 C(L=16.5m)

 2445*2445*100

 切土補強土工 本 549　 D19・L=2.0m  SD345

 受圧板工  受圧板D1 基 457　
 FRP製格子状受圧板
 967×967×40

 受圧板D3 基 92　
 FRP製格子状受圧板
 407×407×40
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S=1：2000位置図

下から1段目その1

グラウンドアンカー工C

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

9.5

A-1

グラウンドアンカー工C （設計アンカー力 Td=366.8kN/本）

土砂 土砂

:不陸調整工
 ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C用

ラウンディング対象範囲
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0

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (14)
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下から1段目その2

グラウンドアンカー工C

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

9.5

A-1

グラウンドアンカー工C （設計アンカー力 Td=366.8kN/本）

軟岩

土砂

軟岩

土砂

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (15)
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S=1：200のり面保護工　展開図 (16)

S=1：2000位置図

下から1段目その3

凡例

:切土補強土工

切土補強土工

軟岩

土砂

軟岩

土砂

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (16)
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下から1段目その4

凡例

:切土補強土工

切土補強土工

軟岩

土砂

軟岩

土砂

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (17)
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グラウンドアンカー工A （設計アンカー力 Td=378.8kN/本）
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S=1：2000位置図

下から1段目その5

グラウンドアンカー工A

凡例

:ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A

11.5

A-1

:切土補強土工

:荷重計設置箇所

アンカー番号

アンカー長

切土補強土工

軟岩

土砂

軟岩

土砂

 / 

図面の種類

図面番号 1:200縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

のり面保護工　展開図 (18)

5336

 グラウンドアンカー工

項　目 備　考単位規格・寸法

本

数量表（下から1段目）(その1～その5)

 Td=378.8kN/本10　

数　量種　別

 A(L=10.5m)  φ12.7㎜×4、削孔径90㎜

 A(L=11.0m)

 A(L=12.5m)

 A(L=14.0m)

 A(L=14.5m)

 荷重計設置工366.8KN

 受圧板工  受圧板A
 許容アンカー耐力  許容地盤反力度

 q≦100kN/m2 Td≧378.8kN

 C(L=10.0m)

 荷重計設置工378.8KN

 受圧板C

 不陸調整工C

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

個

個

基

基

枚

 Td=366.8kN/本

 許容アンカー耐力
 Td≧366.8kN

 許容地盤反力度
 q≦100kN/m2

8　

18　

12　

6　

8　

5　

5　

6　

3　

6　

3　

7　

3　

54　

143　

9　

 φ12.7㎜×4、削孔径90㎜

本 3　

本 17　

本 8　

 C(L=9.5m) 本 12　

 C(L=10.5m)

 C(L=11.0m)

 C(L=11.5m)

 C(L=12.0m)

 C(L=12.5m)

 C(L=13.0m)

 C(L=13.5m)

 C(L=14.0m)

 C(L=14.5m)

本 20　 C(L=15.0m)

本 17　 C(L=15.5m)

本 14　 C(L=16.0m)

本 9　 C(L=16.5m)

 2445*2445*100

 切土補強土工 本 549　 D19・L=2.0m  SD345

 受圧板工  受圧板D1 基 457　
 FRP製格子状受圧板
 967×967×40

 受圧板D3 基 92　 FRP製格子状受圧板
 407×407×40

本 7　 C(L=17.0m)
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断　面　図 （D19用）

スペーサー

（D19用）

ナット

1
5
0

1509

φ
2
5

角座金

127

φ
65

4032

40

削
孔
長
　
L2

補
強
材
長
　
L1

角座金

ネジ節異形棒鋼
SD345　D19

スペーサー
1個／2.5ｍ

グラウト
 σca=24N/mm 2

ラス網工

植生基材吹付工

φ
65

17.5 kg

FRP(連続ガラス長繊維使用)

967×967×40 mm

材　質

重　量

寸　法

受圧板D1　FRP製格子状パネル（レギュラーサイズ）

※（ ）内は，ハーフサイズ寸法。

3.1 kg

FRP(連続ガラス長繊維使用)

407×407×40 mm

材　質

重　量

寸　法

受圧板D3　FRP製格子状パネル（ハーフサイズ）

受圧板Ｄ１（Ｄ３）詳細図

斜視図

7
3

9
6
7

(
4
0
7
)

73

967
(407)

40

4
0
m
m

40mm
40
mm

S=1:20

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

切土補強土工詳細図

S=1:6切土補強土工詳細図

FRP製格子状パネル

切土補強土工

ナット

HDZ55 HDZ35 電気メッキ

5337
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ヘッドキャップ(RN型用) S=1:20

背面グリス注入溝付アンカープレート(RN型用)

アンカーヘッド(RN型用) S=1:10 止水ゴム S=1:10 押え板 S=1:10 ストッパ S=1:10

スペーサ S=1:10配列スペーサ S=1:10 パイロットキャップ S=1:10

部品図

くさび S=1:4 注入ホースS=1:10

付着型ECFストランド
(部分アンボンド) (部分アンボンド)

付着型ECFストランド断面図

ポリエチレンシース

防錆材

φ12.7付着型ECFストランド

（部分アンボンド）ポリエチレンシース

φ12.7付着型ECFストランド

（部分アンボンド）

断面図 S=1:20

S=1:20

20044

36

2

9
6
.
5

8
0
.
5

3
29

9
0

20

16

φ
9
0

20
°

ヘッドキャップ

背面グリス注入溝付アンカープレート

φ12.7付着型ECFストランド

くさび

アンカーヘッド

配列スペーサ

止水ゴム 止水処理

（熱収縮シース） φ12.7付着型ECFストランド

（部分アンボンド）

スペーサ@1.0m

結束バンド

結束テープ

A

A

B

B パイロットキャップ

29

φ97

φ92
φ16

2
0

125

1
7
8

2
8

1
5
0

背面グリス注入溝
4-M12タップ PCDφ190

キャップボルト
2-M10×10

φ88

φ15.5

φ27

29

断面図

A-A B-B

S=1:4

削孔径

90

φ12.7付着型ECFストランド

注入ホース

90

グラウト

削孔径

注入ホース

φ12.7付着型ECFストランド

グラウト

スペーサ

4
09
0

φ101.6

118

1
1
8

60

調整リング S=1:10

90 25

結束バンド S=1:10

アンカー自由長　Lf アンカー体長　La=6.0m 先端余長 250

アンカー長緊張余長

テンドン長

300　

　 　 　

　　

　

380

t=1.8

10.3

7
.
5
1
2
.
5

7
.
6

止水具スペーサ

　

排気口

4-φ17.5-φ19
グリスニップル

200

φ
1
6
0

φ
1
2
7

PCDφ190

2
2
0

120

5059

45

φ
2
6

調整リング

250

2
5
0

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

グラウンドアンカー工詳細図 (1)

グラウンドアンカー工詳細図 (1) S=1:2

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A用 (φ12.7mm PC鋼より線×4本タイプ)

法面勾配
調整角度

鉛直方向 水平方向

11.0° 0.0°1:0.6

15.0° 0.0°1:0.7

5338
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ヘッドキャップ(RN型用) S=1:20

背面グリス注入溝付アンカープレート(RN型用)

アンカーヘッド(RN型用) S=1:10 止水ゴム S=1:10 押え板 S=1:10 ストッパ S=1:10

スペーサ S=1:10配列スペーサ S=1:10 パイロットキャップ S=1:10

部品図

くさび S=1:4 注入ホースS=1:10

付着型ECFストランド
(部分アンボンド) (部分アンボンド)

付着型ECFストランド断面図

ポリエチレンシース

防錆材

φ12.7付着型ECFストランド

ポリエチレンシース

φ12.7付着型ECFストランド

断面図 S=1:20

S=1:20

90

58

25

2

9
6
.
5

8
0
.
5

20

16

20053

45

3

9
0

φ97

4
0

φ92
φ16

2
9

キャップボルト
2-M10×10

φ108

φ15.5

φ27

29

排気口

4-φ17.5-φ19
グリスニップル

200

φ
1
9
7

φ
1
5
5

PCDφ230

2
6
5

120

2
0

155

1
8
0

3
0

1
5
0

背面グリス注入溝

4-M12タップ PCDφ230

φ
9
0

20
°

ヘッドキャップ

背面グリス注入溝付アンカープレート

φ12.7付着型ECFストランド

くさび

アンカーヘッド

配列スペーサ

止水ゴム 止水処理

（熱収縮シース） φ12.7付着型ECFストランド

（部分アンボンド）

スペーサ@1.0m

結束バンド

結束テープ

A

A

B

B パイロットキャップ

断面図

A-A B-B

S=1:4

削孔径

90

φ12.7付着型ECFストランド

注入ホース

90

グラウト

削孔径

注入ホース

φ12.7付着型ECFストランド

グラウト

スペーサ

29

1
1
0

φ101.6

138 70

調整リング S=1:10

結束バンド S=1:10

アンカー自由長　Lf アンカー体長　La＝7.5m 先端余長 250

アンカー長緊張余長

テンドン長

300　

　 　 　

　　

　

380

t=1.8

10.3

7
.
5
1
2
.
5

7
.
6

止水具スペーサ

　

5059

45

φ
2
6

300

3
0
0

調整リング

法面勾配
調整角度

鉛直方向 水平方向

11.0° 0.0°1:0.6

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

グラウンドアンカー工詳細図 (2)

グラウンドアンカー工詳細図 (2) S=1:2

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工B用 (φ12.7mm PC鋼より線×5本タイプ)
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ヘッドキャップ(RN型用) S=1:20

背面グリス注入溝付アンカープレート(RN型用)

アンカーヘッド(RN型用) S=1:10 止水ゴム S=1:10 押え板 S=1:10 ストッパ S=1:10

スペーサ S=1:10配列スペーサ S=1:10 パイロットキャップ S=1:10

部品図

くさび S=1:4 注入ホースS=1:10

付着型ECFストランド
(部分アンボンド) (部分アンボンド)

付着型ECFストランド断面図

ポリエチレンシース

防錆材

φ12.7付着型ECFストランド

（部分アンボンド）ポリエチレンシース

φ12.7付着型ECFストランド

（部分アンボンド）

断面図 S=1:20

S=1:20

20044

36
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.
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.
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3
29

9
0

20

16

φ
9
0

25
°

ヘッドキャップ

背面グリス注入溝付アンカープレート

φ12.7付着型ECFストランド

くさび

アンカーヘッド

配列スペーサ

止水ゴム 止水処理

（熱収縮シース） φ12.7付着型ECFストランド

（部分アンボンド）

スペーサ@1.0m

結束バンド

結束テープ

A

A

B

B パイロットキャップ

29

φ97

φ92
φ16

2
0

125

1
7
8

2
8

1
5
0

背面グリス注入溝
4-M12タップ PCDφ190

キャップボルト
2-M10×10

φ88

φ15.5

φ27

29

断面図

A-A B-B

S=1:4

削孔径

90

φ12.7付着型ECFストランド

注入ホース

90

グラウト

削孔径

注入ホース

φ12.7付着型ECFストランド

グラウト

スペーサ

4
09
0

φ101.6

118

1
1
8

60

調整リング S=1:10

90 25

結束バンド S=1:10

アンカー自由長　Lf アンカー体長　La=5.5m 先端余長 250

アンカー長緊張余長

テンドン長

300　

　 　 　

　　

　

380

t=1.8

10.3

7
.
5
1
2
.
5

7
.
6

止水具スペーサ

　

排気口

4-φ17.5-φ19
グリスニップル

200

φ
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φ
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7

PCDφ190

2
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0
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45

φ
2
6

調整リング

250

2
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0

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

グラウンドアンカー工詳細図 (3)

グラウンドアンカー工詳細図 (3) S=1:2

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C用 (φ12.7mm PC鋼より線×4本タイプ)

法面勾配
調整角度

鉛直方向 水平方向

6.0° 0.0°1:0.6
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Ａ

埋込用インサート
M22
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平　面　図

Ｃ－Ｃ 断 面 図

Ｂ－Ｂ 断 面 図
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Ａ－Ａ 断 面 図

L＝300
鋼管(φ114.3)

S=1:20

φ
1
1
4
.3

“ａ”部詳細図

350

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

受圧板詳細図 (1)

受圧板詳細図 (1) S=1:40

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A用 (受圧板角度　上向き 11.0°,15.0°,水平角0.0°)

法面勾配
調整角度

鉛直方向 水平方向

11.0° 0.0°1:0.6

15.0° 0.0°1:0.7

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A用 受圧板選定条件

許容アンカー耐力 Td≧378.8kN

許容地盤反力度 q≦100kN/m2

5341
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Ａ－Ａ 断 面 図
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“ａ”部詳細図

400

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

受圧板詳細図 (2)

受圧板詳細図 (2) S=1:40

S=1:20

L＝350
鋼管(φ139.8)

埋込用インサート
M22

法面勾配
調整角度

鉛直方向 水平方向

11.0° 0.0°1:0.6

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工B用 受圧板選定条件

許容アンカー耐力 Td≧501.4kN

許容地盤反力度 q≦100kN/m2

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工B用 (受圧板角度　上向き 11.0°,水平角0.0°)

5342
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Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ

1
5
0

150

1
0
0

100

1
5
0

1
0
0

1
00

3
50

20
0

10
0

350
200

100

3
50

20
0

10
0

20
0

1
0
0

2400

2400
550925 925

24
0
0

24
0
0

5
5
0

9
25

9
2
5

2400
400
350

1000 1000
25 25

400
35025

2400
550
350

925 925
100 100

25
4
0
0

24
0
0

1
0
0
0

2
5

3
5
0

10
0
0

25

R=
15
0

Ｃ－Ｃ 断 面 図

Ａ－Ａ 断 面 図
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“ａ”部詳細図

350

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

設計会社名

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

施工会社名

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

受圧板詳細図 (3)

受圧板詳細図 (3) S=1:40

S=1:20

L＝300
鋼管(φ114.3)

埋込用インサート
M22

法面勾配
調整角度

鉛直方向 水平方向

6.0° 0.0°1:0.6

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C用 受圧板選定条件

許容アンカー耐力 Td≧366.8kN

許容地盤反力度 q≦100kN/m2

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C用 (受圧板角度　上向き 6.0°,水平角0.0°)

5343
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吹付面積： 5.42 m
2

ざぶとんわく材料表　 （1基当たり）

項  目

外周金網

中間金網

規  格 単位

組

組

数量

4

2

摘  要

φ2.3× 15× 35 クリンプ金網

平鋼

溶接金網

FB 25×4.5

L=2310

φ5.0×150×150

H=100

L=2352 B=1176

式 1

注：金網の網目は図面と製品とで異なる場合があります。

組立平面図

H= 100

外周金網寸法

H

1275 395 1275

2945

組立正面図

外周金網断面図

H

中間金網φ5
（外枠）

中間金網受け爪

注：寸法は外-外寸法を示します。

外周金網平面図

395

90
2

56

95
8

中間金網受け爪位置

クリンプ金網φ2.3×15×35

外周金網正面図

H

H= 100

中間金網平面図

H= 100

S=1:2

FB 25×4.5

2
9
4
5

1
2
7
5

3
9
5

1
2
7
5

1275 395 1275

2945

中間金網受け爪位置

中間金網
（溶接金網φ5×150×150）

外周金網
（クリンプ金網φ2.3×15×35）

395

27
9

18
03

27
9

23
62

279

1803

279

2362

S=1:40

899 276

1176

2
7
6

1
7
9
9

2
7
6

2
3
5
2

外枠φ5

溶接金網φ5×150×150FB 25×4.5

902

56

958

BT-M8

BT-M8付

BT-M8

設計会社名

施工会社名

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

事務所名

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

北海道支社　帯広工事事務所

不陸調整工詳細図 (1)

不陸調整工詳細図 (1) S=1:20

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工A,B用 

道 東 自 動 車 道

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事
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吹付面積： 3.96 m
2

ざぶとんわく材料表　 （1基当たり）

項  目

外周金網

中間金網

規  格 単位

組

組

数量

4

2

摘  要

φ2.3× 15× 35 クリンプ金網

平鋼

溶接金網

FB 25×4.5

L=1960

φ5.0×150×150

H=100

L=2026 B=1013

式 1

注：金網の網目は図面と製品とで異なる場合があります。

組立平面図

H= 100

外周金網寸法

H

1005 435 1005

2445

組立正面図

外周金網断面図

H

中間金網φ5
（外枠）

中間金網受け爪

注：寸法は外-外寸法を示します。

外周金網平面図

435

71
1

52

76
3

中間金網受け爪位置

クリンプ金網φ2.3×15×35

外周金網正面図

H

H= 100

中間金網平面図

H= 100

S=1:2

FB 25×4.5

2
4
4
5

1
0
0
5

4
3
5

1
0
0
5

1005 435 1005

2445

中間金網受け爪位置

中間金網
（溶接金網φ5×150×150）

外周金網
（クリンプ金網φ2.3×15×35）

435

30
8

14
21

30
8

20
36

308

1421

308

2036

711

52

763

S=1:40

709 305

1013

3
0
5

1
4
1
7

3
0
5

2
0
2
6

外枠φ5

溶接金網φ5×150×150FB 25×4.5

BT-M8

BT-M8付

BT-M8

設計会社名

施工会社名

 / 

図面の種類

図面番号図　示縮　　尺

事務所名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

北海道支社　帯広工事事務所

不陸調整工詳細図 (2)

不陸調整工詳細図 (2)

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｱﾝｶｰ工C用 

S=1:20

5345

53
45



DL=560.0
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ST
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15
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4.
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重力式擁壁 10300 帯鋼補強土壁延長　72903 重力式擁壁 1400

23194 23507 26202

防護柵基礎延長　(65000)

θ＝199°31'

自
在
コ
ー
ナ
ー
部

θ＝193°21'

自
在
コ
ー
ナ
ー
部

▽ 568.079

▽ 573.590 ▽ 573.721 ▽ 573.779 ▽ 573.932 ▽ 573.956 ▽ 574.118

▽ 571.532

笠コンクリート

b=300

防護柵基礎

基礎コンクリートHA
置換え材▽ 567.250

▽ 568.000 ▽ 568.750

▽ 569.550

10300 8818 14376 6407 17100 2943 20470 2789 1400

H
m
a
x
=
3
7
30

2
1
7
2

2
8
9
5

▽ 567.100▽ 566.800

ST
A.
10
15
+ 
2.
73

tl

fd-g1

STA.1014+49.72 L22.52

GH=567.93m dep=20.00m

YO-9(投影)

0 10 20 30 40 50
Ｎ値

6

10

10

10

12

8

11

9

33

36

17

1
2
7
9

0.3%
笠コンクリート天端勾配

573.866

574.162

574.162574.039573.916

3500 35007501750

7000 7502500

10250

630

2.892%

STA.1014+69.604

PH=574.039

GH=570.54

STA.1014+60.285

PH=574.036

GH=573.40

DL=565.0

3
7
3
0

4000

6000

ストリップ

6
6
1
6

基礎コンクリートHA

高盛土排水工

吸出防止材

置換え材

補強土壁内盛土

▽567.250

1:
0.
5

2
0
0

5
0
0

6
7
6
1
0
2
2
0
0

6
4
0

1
4
1
0

5.000%

2.892%

凍上抑制層

凍上抑制層

1150

1550

平場
平場

199°31' 193°21'

NO.0
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4
+
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3
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N
O.
3
+
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9
66

NO
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72

S
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1
5

S
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1
0
1
5

帯鋼補強土壁延長　72903

防護柵基礎延長　65000

重力式擁壁 10300 重力式擁壁 1400

23194 23507 26202

5%

5%

0.3%笠コンクリート天端勾配

用地境界

ストリップの引張許容応力度

補強土壁の高さ

盛　土　材　の　性　質

盛土材とストリップの間の摩擦係数

ストリップの引き抜きに対して

盛土のすべり破壊に対して

ボルトのせん断許容応力度

コンクリートスキンの設計基準強度

安

全

率

常　　　時

2.00

1.25

2

2
     f'ck =  35N/mm 以上 

      τa = 200N/mm 

設　　計　　条　　件

3

f' = 1.5 ～ 0.727

φ=35°,γ=20kN/m 

Hmax = 3.730 m

2
     σta = 140N/mm SS400

支持力に対する安全率 3.00

補強土(テールアルメ)壁工法設計施工マニュアル(平成26年8月)より

転倒に対する安定条件 B/6以下

滑動に対する安全率 1.50

地　震　時

1.20

1.00

2.00

B/3以下

1.20

設　計　水　平　震　度
kH =　0.12（外的安定検討）

kH =　0.17（円弧すべり）

kH =　0.17（内的安定検討）

（Ⅱ種地盤-B地域）

円弧すべり検討時Ces= 0kN/m 
2

背面展開図 標準断面図

平　面　図

S=1:400

S=1:400

S=1:200

図示

STA1014付近　補強土壁工一般図
STA.1014+25.98～STA.1015+2.73

STA1014付近　補強土壁工一般図図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

補強土壁工　数量表
項　目 規格・寸法 単位 数　量 備　考

 補強土壁工

 裏込め材B 783.6 

 置換え材 223.0 

 長繊維ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系
 不織布t=2.0mm

46 53

m3 客土掘削

m3

m3 1049.4  合計

 切込砕石 m3 614.8 

 高盛土排水工 m3 186.6  切込砕石

 構造物掘削 m3 513.7  A

 吸出し防止材 291.6 m2

 基礎工

 ｺﾝｸﾘｰﾄ C2-1 m3 5.8 

 型わく D 29.3 m2

 鉄筋 A t 0.039 

 ｺﾝｸﾘｰﾄ C2-1 m3 0.2 

 型わく D 1.5 m2

 延長 ｍ 72.9 

 D13 SD345

 延長 ｍ 1.0  段上り部

237.0 m2

 ｺﾝｸﾘｰﾄ

 型わく

種　別

 帯鋼補強土壁

 土砂A

 裏込め工A1

 普通部

 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工HA

 ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎工HB

 B1-3

 D1-1

 C

 D

m3

m3

m2

m2

 防護柵基礎93.6 

10.1 

288.9 

6.8 

 躯体部

 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

 躯体部

 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

 鉄筋  A t 0.314  D13 SD345

t 5.720  D16 SD345

t 6.034  計

 凍上抑制層

53
46

 埋戻し 42.8 m3  前面埋戻し部



700301

150151

5051

1
3
0
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0
0
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3
01
4
0

ストリップ P-80×4.0L

透水防砂材　420×4.0

コーナースキン

θ=180°(S)コンクリートスキン前面

基礎コンクリート前面

824 1500

824

1500
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3
0

4
0
0

1
3
01
4
0

199°31′

透水防砂材　420×4

ストリップ　P-80×4.0L

コンクリ－トスキン前面

基礎コンクリート前面

マルチコーナースキン

2
0
0

475

150 100

2
0
0

7
5
0

1:
0.
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基礎コンクリートHA

ジベル芯線 コンクリートスキン

基礎コンクリートHB

段上り部
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重力式擁壁 10300

23194

θ＝199°31'

自
在
コ
ー
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ー
部

10300 8818 14376 6407

1350
2230

20

400×200

14@1500=21000

笠コンクリート延長　72863

135020

20

824 824 7@1500=10500 1350

151 150

700

4500
2980

32499
3730

30164

2980

23194 8182

補強土壁工延長
補強土壁工壁高

基礎工延長

基礎形状

設置角度：θ＝180°

製品角度：θ＝180°(S)
鉛
直
目
地
部

17100

9300

帯鋼補強土壁延長　72903

23507

防護柵基礎延長　(65000)

6@1500=9000

▽ 568.079

▽ 573.590 ▽ 573.721 ▽ 573.779

笠コンクリート
b=300

防護柵基礎

▽ 567.100 ▽ 567.250

▽ 569.995
伸縮目地材:t=20

2
2
0
0

伸縮目地材:t=20

基礎コンクリートHA

前面埋戻し線

砕石置換

5
0
0

2
3
5
8

1
2
7
9 2
0
6
2

2
8
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5

▽ 569.162

5800 20 4480

▽ 568.000

▽ 566.800

15325

置換え材

6
0
0 9
0
0

AR4-1

DRP2-1

DRP2-1
DROP2-1W-2

φ200

AO4-1

C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2

C2 C2

DP2-1

AO4-1W-1

AO4-1W-2 AO4-1W-2 AO4-1W-2 AO4-1W-2 AO4-1W-2 AO4-1W-2

φ200

AO4
AO4W-1 AO4W-1 AO4W-1 AO4W-1

DP2-1 DP2-1 DP2-1 DP2-1 DP2-1

BP4-2 BP4-2 BP4-2 BP4-2 BP4-2

MAL4

MBLP4

MAR4

MDRP2

MAR4

MCL2

DP2-1

φ200

AO4-1

DP2-1

AO4-1W-1

DP2-1

AO4-1W-1

DLP2-1

AL4

K
B2

K
A2

K
C1

ARE2

DREP1

ARE2

DP2-1

AO4-1W-1

DP2-1

AO4-1W-1

L=4.0m L=6.0m

L=5.0m

L=4.5m

L=5.5m

L=5.5mL=6.0m

基礎コンクリートH

段上り部

L=5.5m

L=5.0m

L=4.5m

L=4.0m

図示

背面展開図 S=1:200

段上り部標準図 S=1:100

注）・Lは、ストリップの敷設長さを表す。

　　・無記名のスキンパネルは"A4"タイプを表す。

　　・補強土壁工の延長は，壁前面を表す。

　　・    位置は，SS400ストリップ（80×4.0）を取り付ける。

　　・　　位置は、天端補強用として L=3.0m のストリップを取り付ける。

コーナー部詳細図 S=1:40

（設置角度　θ= 199゜31′）

鉛直目地部詳細図 S=1:40

1

STA1014付近　補強土壁工構造図(1)

STA1014付近　補強土壁工構造図(1)
STA.1014+21.91～STA.1015+4.00

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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帯鋼補強土壁延長　72903 重力式擁壁 1400
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防護柵基礎延長　(65000)
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6@1500=9000 832 832 16@1500=24000 1350 20
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4350
2230

21982 4220

400×200

20

笠コンクリート延長　72863

30164
2980

8182

▽ 573.932 ▽ 573.956 ▽ 574.118

▽ 571.532

▽ 568.750

2
2
0
0

防護柵基礎

伸縮目地材:t=20

▽ 569.550

▽ 568.000 基礎コンクリートHA

前面埋戻し線

置換え材
5
0
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2
1
3
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1
9
8
2

▽ 571.685

笠コンクリート

b=300
伸縮目地材:t=20

置換え材

5
0
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C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2 C2

C2 CL2
AO4-1W-1

DP2-1

φ200

AO4-1

MAL4

MBLP4

MAR4

MDRP2

MCR2

DP2-1

AO4-1W-1

DP2-1

AO4-1W-1

DP2-1

AO4-1W-1

DP2-1

AO4-1W-1

DP2-1

AO4-1W-1
φ200

BOP4-2

DOP2-1W-2 DOP2-1W-2 DOP2-1W-2

A4-1 A4-1 A4-1

BLP4-2

L=5.5m L=5.0m L=4.0m

L=4.5m

▽ 571.995

基礎コンクリートHB

段上り部

補強土壁工延長
補強土壁工壁高

基礎工延長

基礎形状

図示

背面展開図 S=1:200

注）・Lは、ストリップの敷設長さを表す。

　　・無記名のスキンパネルは"A4"タイプを表す。

　　・補強土壁工の延長は，壁前面を表す。

　　・    位置は，SS400ストリップ（80×4.0）を取り付ける。

　　・　　位置は、天端補強用として L=3.0m のストリップを取り付ける。

1

コーナー部詳細図 S=1:40

（設置角度　θ= 193゜21′）

重力式擁壁詳細図 S=1:100

背面展開図 S=1:200

STA1014付近　補強土壁工構造図(2)
STA.1014+21.91～STA.1015+4.00

STA1014付近　補強土壁工構造図(2)図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所

/

帯鋼補強土壁　材料表
（薄型：t=140 ｼﾝｸﾞﾙｺﾈｸﾃｨﾌﾞ）

名　　称 記　号 　　形　状　・　寸　法 単位 数　量 備　考

ｺﾝｸﾘｰﾄｽｷﾝ

A 4 1.50 × 1.50 ＝ 2.2500 ㎡ 枚 24

AL 4 1.35 × 1.50 ＝ 2.0250 〃 〃 1

A 4-1 1.50 × 1.50 ＝ 2.2500 〃 〃 3

AR 4-1 1.35 × 1.50 ＝ 2.0250 〃 〃 1

BP 4-2 1.50 × 1.48 ＝ 2.2200 〃 〃 5 さし筋 b=300

BLP 4-2 1.35 × 1.48 ＝ 1.9980 〃 〃 1 さし筋 b=300

C 2 1.50 × 0.75 ＝ 1.1250 〃 〃 23

CL 2 1.35 × 0.75 ＝ 1.0125 〃 〃 1

DP 2-1 1.50 × 0.73 ＝ 1.0950 〃 〃 17 さし筋 b=300

DLP 2-1 1.35 × 0.73 ＝ 0.9855 〃 〃 1 さし筋 b=300

DRP 2-1 1.35 × 0.73 ＝ 0.9855 〃 〃 2 さし筋 b=300

孔あきｽｷﾝ

AO 4 1.50 × 1.50 ＝ 2.2500 ㎡ 枚 1 φ200

AO 4-1 1.50 × 1.50 ＝ 2.2500 〃 〃 3 φ200

AO 4 W-1 1.50 × 1.50 ＝ 2.2500 〃 〃 4 φ60

AO 4-1 W-1 1.50 × 1.50 ＝ 2.2500 〃 〃 10 φ60

ALO 4-1 W-1 1.35 × 1.50 ＝ 2.0250 〃 〃 1 φ60

AO 4-1 W-2 1.50 × 1.50 ＝ 2.2500 〃 〃 6 φ60

BOP 4-2 1.50 × 1.48 ＝ 2.2200 〃 〃 1
φ200

さし筋 b=300

BOP 4-2 W-1 1.50 × 1.48 ＝ 2.2200 〃 〃 2
φ60

さし筋 b=300

BOP 4-2 W-2 1.50 × 1.48 ＝ 2.2200 〃 〃 13
φ60

さし筋 b=300

DOP 2-1 W-2 1.50 × 0.73 ＝ 1.0950 〃 〃 3
φ60

さし筋 b=300

DROP 2-1 W-2 1.35 × 0.73 ＝ 0.9855 〃 〃 1
φ60

さし筋 b=300

異形ｽｷﾝ
ARE 2 0.70 × 1.50 ＝ 1.0500 ㎡ 枚 2

DREP 1 0.70 × 0.73 ＝ 0.5110 〃 〃 1 さし筋 b=300

MAL 4 0.824 × 1.50 ＝ 1.2360 ㎡ 枚 1 θ= 199°31′

MAR 4 0.824 × 1.50 ＝ 1.2360 〃 〃 2 θ= 199°31′

MBLP 4 0.824 × 1.48 ＝ 1.2195 〃 〃 1 θ= 199°31′

MCL 2 0.824 × 0.75 ＝ 0.6180 〃 〃 1 θ= 199°31′

MDRP 2 0.824 × 0.73 ＝ 0.6015 〃 〃 1 θ= 199°31′

MAL 4 0.832 × 1.50 ＝ 1.2480 〃 〃 1 θ= 193°21′

MAR 4 0.832 × 1.50 ＝ 1.2480 〃 〃 1 θ= 193°21′

MBLP 4 0.832 × 1.48 ＝ 1.2314 〃 〃 1 θ= 193°21′

MCR 2 0.832 × 0.75 ＝ 0.6240 〃 〃 1 θ= 193°21′

MDRP 2 0.832 × 0.73 ＝ 0.6074 〃 〃 1 θ= 193°21′

ｺｰﾅｰｽｷﾝ

KA 2 0.301 × 1.50 ＝ 0.4515 ㎡ 枚 1 θ= 180゜ S

KB 2 0.301 × 1.48 ＝ 0.4455 〃 〃 1 θ= 180゜ S

KC 1 0.301 × 0.75 ＝ 0.2258 〃 〃 1 θ= 180゜ S

ｽﾄﾘｯﾌﾟ

PL

(SS400)

80 × 4.0 × 6,000 本 46

〃 5,500 〃 88

〃 5,000 〃 92

〃 4,500 〃 92

〃 4,000 〃 128

〃 3,000 〃 92 天端補強用

総延長 ｍ 2,422.0

ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ M12 × 40 個 1,076

水平目地材 85 × 20 × 600 枚 174

透水防砂材 420 × 4 ｍ 178.9

公称壁面積 237.01 ㎡

壁　　高 3.730 ｍ

施工延長 72.903 ｍ

48 53

ﾏﾙﾁｺｰﾅｰｽｷﾝ

笠ｺﾝｸﾘｰﾄ

ｺﾝｸﾘｰﾄ

型わく

鉄　筋

目地材

ｺﾞﾑﾌﾟﾚｰﾄ

発砲ｽﾁﾛｰﾙ

 C

 B1-3

 A D13　SD345

 t=20㎜ 瀝青繊維質板

m3

㎡

t

㎡ 6.7

1.170

119.9

18.2

形状:10×300×1000

使用数量65枚
形状:50×500×1000

使用数量66枚

㎡

m3 1.6

19.5 t=10㎜

 b=50㎜

流出防止材 枚 40φ60用

両端部目地材 ㎡ 1.0t=20㎜ 瀝青繊維質板

53
48

高盛土排水工 基盤排水層
 切込砕石

 吸出し防止材

m3

㎡ 291.6

186.6



S=1:40

水平目地材 S=1:20

透水防砂材

S=1:40

スキン組合せ一般図

B-B断面図

C-C断面図 S=1:40

S=1:100 A-A断面図 S=1:100 笠コンクリート配筋図（背面）S=1:40標準スキンタイプ S=1:60
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笠コンクリート
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コンクリートスキン

地下排水工:縦断管
吸出防止材：t=2mm

高盛土排水工

ストリップ　P-80×4.0L

地下排水工:縦断管
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透水防砂材

2
2
0
0

5
0
0

5
0
02
0
0

30°30°

B

B

C C

防護柵基礎

2
2
0
0

A4-1

DP2-1

BP4-2 BP4-2

凍上抑制層　B=1150

凍上抑制層

STA1014付近　補強土壁工詳細図
STA.1014+21.91～STA.1015+4.00

図示

STA1014付近　補強土壁工詳細図図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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ゴムプレ－ト

笠コンクリート

発泡スチロール
t=50

2
2
0
0

4
0
0

1
8
0
0

1
0

300 50 1450

1800

400 1400

1800

基礎材(凍上抑制層)

100 400 500

5
0
0

1
0
0

はりかぶり詳細図 S=1:10

鉄筋組立図
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記号 径 長さ 本数 単位質量
1本当り

質量
質量 摘要

kg

D13 kg

D16 kg

L=1.0m当り質量 D13 kg

D16 kg
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D 16
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D 13
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後部補強筋

力のかかる方向

平面図
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断面図
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後部補強筋
D13
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5050 5030050

補強鉄筋質量表（支柱1箇所当り）
径 長さ 本数 単位質量 質量 摘要

合計 D13

D13 1500 1.49 32 0.995

3 kg

42
4

250200

424135
°

200

135°

補強鉄筋：D13×1500

ガードレール用補強鉄筋詳細図 S=1:20

力のかかる方向

W2 10-D16×2220

5
0

STA1014付近　補強土壁工防護柵基礎工詳細図

1:500

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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項　目

構造物掘削

埋戻し材

規　格 単位

m2

m2

数　量 摘　要

11.8

0.7

m2 2.7

m2 2.4

裏込め材B

置換え材

項　目

構造物掘削

埋戻し材

規　格 単位

m2

m2

数　量 摘　要

15.1

0.0

m2 2.3

m2 7.6

裏込め材B

置換え材

DL=555.0

573.549

573.779 574.069

573.669

573.949573.829

573.429

2.833%2.833%

STA.1014+60

PH=573.949

GH=570.38

STA.1014+50.665

PH=573.946

GH=573.33

DL=555.0

573.543573.433

573.033 573.143

573.388

572.949

573.368

573.653

573.253
11.

189
1

1:1
.8

500
600

500

2.591%2.591%

STA.1014+20

PH=573.543

GH=569.82

STA.1014+10.616

PH=573.539

GH=572.95

DL=555.0

573.353

573.590 573.868

573.468

573.753573.638

573.238

2.712%2.712%

STA.1014+40

PH=573.753

GH=570.06

STA.1014+30.638

PH=573.749

GH=573.10

35003500

7000 2500

23902
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35003500

7000 2500

24039

5039
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7000 2500
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70002500

750

35001750 3695

750

750

750 750

70002500

750
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750

750

750 750

3539

70002500

750

35001750 3500

750

630

750 750

3402

3500

566.628

4960

4500

NO.1+2.342

PH=568.935

GH=568.90

NO.2+3.626

PH=568.979

GH=567.80
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4
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▽ 567.250

4
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4000

6000
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3
2
5
0
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1150

1150
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6445

14178
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24234250 4250
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6530

24104250
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13184

6530

24044250

6152

良質材

切込砕石

良質材

切込砕石

STA1014付近　補強土壁工横断図（1）

1:500

STA1014付近　補強土壁工横断図（1）

S=1:500

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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項　目

構造物掘削

埋戻し材

規　格 単位

m2

m2

数　量 摘　要

11.9

0.9

m2 2.3

m2 10.4

裏込め材B

置換え材

項　目

構造物掘削

埋戻し材

規　格 単位

m2

m2

数　量 摘　要

5.3

0.5

m2 3.2

m2 2.7

裏込め材B

置換え材

DL=560.0

573.733

573.956 574.259

573.859

574.133574.007

573.607

2.955%2.955%

STA.1014+80.000

PH=574.133

GH=570.56
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PH=574.130

GH=573.60
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573.903

574.118 574.434

574.034

574.303574.172

573.772

3.076%3.076%

STA.1015+00

PH=574.303

GH=570.84
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PH=574.300

GH=573.70
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NO.3+3.711

PH=569.277
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5.000%

付替道路

付替道路

ML

ML

3
7
5
6

2
2
0
0

▽ 568.000

3
1
6
9

2
2
00

▽ 568.750

4000

5500

4000

5000

1:
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5.000%

m2 5.4

m2 9.2

凍上抑制層

凍上抑制層

凍上抑制層

凍上抑制層

凍上抑制層

4250

3
25
0

1150

1150

1550

4250

6628

2280

13158

6530

23784250

6034

4250

6750

3262

14262

7512

25004250

5936

良質材

切込砕石

良質材

切込砕石

図面の種類

図面番号縮　　尺

設計会社名

事務所名

施工会社名

道 東 自 動 車 道

株式会社　建設技術研究所

東日本高速道路株式会社　北海道支社

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

帯広工事事務所
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STA1014付近　補強土壁工横断図（2）

1:500

STA1014付近　補強土壁工横断図（2）

S=1:500
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図面の種類

図示

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯 広 工 事 事 務 所

縮　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号 /53 53

ト マ ム Ｉ Ｃ 工 事

53
53

道 東 自 動 車 道

 のり面保護網工Ａ 詳細図


